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<はしがき>
本研究の主目的は肝移植後の免疫能の機能低下に伴う感染症及び
拒絶反応の適確な診断と、その対策を確立することであり、それに
加えて免疫寛容の機構に関するものである。分担者の小津が生体肝
移植を世界に先駆けて完成し、田中が引き継ぎ、世界最多の 110
0症例数に達し、研究面では佐藤が免疫細胞学的見地から主導的な
役割を担ってきた。現今、移植患者に免疫抑制剤などを含めて術後
管理において画一的な治療が施行されている。しかし、移植患者の
免疫機能は千差万別であり、移植後の予後向上のためには個々の患
者の背景や術前状態に応じた、いわゆるテーラーメイドの免疫療法
が不可欠である。その確立のためには術前の免疫機能を包括的に分
析・評価し、それに応じて患者を正確に階層化する有効な分析が必
須である。本研究の重要な成果は、患者個人個人の状態に応じたテ
ーラーメイド方式による対策が可能になったととである。
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